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高齢者地域見守り 支え合いを考える P3

P6

P29

なぜ今単身・高齢者世帯の見守りが必要なのか

Be Ambitious 江口 由佳理さん（上小口）

P26まちの話題

P12大口町の交通事故と犯罪発生状況

感謝の気持ちを忘れない！

P17春爛漫 桜まつり

減災対策をしましょう

歴史民俗資料館で冬の企画展「ひなまつり」
が開催されています。豪華な段飾りなど、ひと
足早く桃の節句の華やかさを伝えています。

大口町は、今年町制50周年を迎えます

昔も現在
い ま

も未来もずっと
愛があふれる みんなの大口
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今井医院

みずの整形外科

いずみ内科
伊藤整形・内科あいち
腰痛オペクリニック

石田整形外科

・1歳6か月児健診（16）
・歩く健康のつどい（16）
・しなやかお達者の会余野（16）
・しなやかお達者の会豊田（16）

・4か月児健診（16）
・助産師相談（16）
・家庭児童相談（22）
・登記相談（22）
・心配ごと相談（22）

・子育て相談室（16）
・南・北・西小学校

卒業式（17）
・親子ふれあい広場（24）

・大口中学校卒業式（17）

・健康相談（16）
・口腔相談（16）
・ひだまりの会（16）

・歯科健診（16）
・らくらく離乳食教室（16）
・心配ごと相談（22）
・多重債務者相談（22）

・生ポリオワクチン（14）
・健康相談（16）
・口腔相談（16）
・さくら大学（23）

・本・雑誌のリサイクル（21）・母子健康手帳交付説明会（16）

・普通救命講習会（10）・１０か月児健診（16）
・歩く健康のつどい（16）
・しなやかお達者の会豊田（16）
・ワークセンター説明会（25）

・母子健康手帳交付説明会（16）
・法律相談（23）

・心配ごと相談（22） ・生ポリオワクチン（14）
・健康相談（16）
・口腔相談（16）

・障がい福祉フォーラム（25）

・しなやかお達者の会余野（16）
・消費生活相談（22）

・ＢＣＧ（14）
・健康相談（16）
・口腔相談（16）
・ひだまりの会（16）

・親子ふれあい広場（24）・クリーンアップ（28） ・３歳児健診（16）
・心配ごと相談（22）

・健康相談（16）
・口腔相談（16）

・△今昔物語（20）
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税務課収納窓口の延長 23日（金）午後7時まで
開設 4日（日）、25日（日）午前10時から午後2時

●所得税の申告と納税 3月15日（木）まで
※大口会場（ほほえみプラザ）での受付は終了しました

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

戸籍保険課
窓口延長日

14日（水）
28日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

3月4日 みずの整形外科 94-2210

11日 今井医院 95-2534

18日 いずみ内科 92-2511

20日 伊藤整形・内科あいち腰痛オペクリニック 92-3388

25日 石田整形外科 92-1100
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高齢者
地域見守り
支え合いを考える
大口町では平成12年から平成22年の10年間に人口増加

が7.1％に対し、高齢者人口の増加率が47.3％となってき
ています。これは人口が約1,500人の増加に対し、高齢者
が1,300人増加しているということになります。人口はあ
まり増加していないのに、急速に高齢者が増加していま
す。単身・高齢者世帯の数も、地区により大きな差があり
ますが増加しています。今後、町と民生委員だけが単身・
高齢者世帯を見守っていくことは物理的にも財政的にも
困難な状況になってきました。
そこで高齢者が住み慣れた地域で安心して生活するこ

とができるように、地域における日常的な見守り支え合
い活動を推進していくことが必要です。 秋
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昭
和
35
年

昭
和
45
年

昭
和
55
年

平
成
7
年

平
成
12
年

平
成
17
年

平
成
22
年

大口町の人口・高齢者

0

5千

1万

1万5千

2万

2万5千

大口町の単身・高齢者世帯

0

100

200

300

400

500

大口町人口
高齢者人口

高齢者世帯
単身高齢者
合計

高齢化率

高齢者人口

大口町

見守り・支え合いって？
高齢者を『見守り支える』ことは、そんなに難しく考え

ることではありません。
「隣の独り暮らしのおばあちゃん宅に、毎晩電気がつい
ているか確認をしている」「新聞がたまってないか確認を
している」「近くの高齢のご夫婦に頼まれて風呂場の電球
を替えてあげた」「独り暮らしの○○さん、１日おきに喫
茶店にいっている」「車の乗れない△△さんをいつも買い
物に誘って車で行っている」こんな日常的なことは、町
内のあちらこちらでおこなわれていることだと思います。
実はこれが見守り・支え合いなんです。
日常生活の中でおこなわれている見守り・支え合いを地
域での仕組みにすれば、単身・高齢者世帯の方は安心して
住み慣れた地域でこれからも生活できます。
今は若くて家族と暮らしている方も、将来的に単身・高
齢者世帯になったとき、安心して暮らし続けられるまち
にする、そのためにもみんなで今から仕組みを作ってい
く必要があります。
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単身・高齢者世帯に緊急連絡表の配布

HopHopホップ
平成22年度

行政が考えた仕組み作り

単身・高齢者世帯が増える中で、病気などの緊急時に連絡先が
わからず対応が遅れることがあります。このような時に役立つよ
う、安心・安全のための『緊急連絡表』を作成しました。配布は、
民生委員が単身・高齢者世帯に訪問し、記入のお手伝いをするな
ど協力していただき、病気の状況や緊急連絡先を記入して家庭の
冷蔵庫に掲示しました。

高齢者地域見守り推進事業協力協定書の締結
高齢者のお宅に異変等があった場合に、町および地域包括支援

センターに連絡をしていただく協定を、新聞および乳製品配達事
業者、金融機関など11事業者と締結しました。

高齢者地域見守り家事支援事業
単身・高齢者世帯を支える新たなサービスとして、コミュニ

ティー・ワークセンターの会員が、平成22年12月から3か月間、
単身・高齢者世帯のお宅を１回30分訪問して安否確認をおこない、
家事支援を試行的に実施して、単身・高齢者世帯のニーズ等の把
握や問題点を確認し、サービスの基盤整備をおこないました。

単身・高齢者世帯地域見守り研修会の実施

平成22年度のモデル事業から

「単身・高齢者世帯の見守りについて考える研修会」を町
議会議員、区長、民生委員、老人クラブ役員、高齢者福祉協
力員、まちづくりを考える会委員を対象に開催し、見守りの
必要性の周知を図りました。

緊 急 連 絡 表
住 所 大口町

氏 名

電話

電話

救急搬送希望病院

ふりがな

かかりつけ医療機関名・診療科 治療疾病等 服薬

有無

有無

血液型 型 RH

自宅電話

携帯

生年月日 年 月 日
大正
昭和

住 所 大口町
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かかりつけ医療機関名・診療科 治療疾病等 服薬

有無

有無

血液型 型 RH

自宅電話

携帯

生年月日 年 月 日
大正
昭和

続柄

携帯
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携帯
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先
①

単身・高齢者世帯も
自ら努力する

地域で単身・
高齢者世帯
を支える

町が単身・
高齢者世帯
を支える

町だけで単身・高齢者世帯を見守っていくことは、物理的
にも財政的にも困難です。今後は、単身・高齢者世帯も自ら
安心・安全に努め、地域も単身・高齢者世帯を支えるための
支援をおこない、町も単身・高
齢者世帯や地域住民の活動を支
援して3者がそれぞれ連携して
いくことが大切であると考えま
す。

緊 急 連 絡 表
住 所 大口町

氏 名

電話

電話

救急搬送希望病院

ふりがな

かかりつけ医療機関名・診療科 治療疾病等 服薬

有無

有無

血液型 型 RH

自宅電話

携帯

生年月日 年 月 日
大正
昭和

住 所 大口町

氏 名
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氏名

住所
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電話

救急搬送希望病院

ふりがな

かかりつけ医療機関名・診療科 治療疾病等 服薬

有無

有無
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自宅電話
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地域支え合い体制づくり事業

stepstepステップ
平成23年度

住民と行政が共に考える
地域での見守り

平成24年度

全地域での見守り

平成23年度は「高齢者地域見守り推進事業」を、新たに地区住
民とともに地区に合った見守り体制を構築するため、『見守り支
え合いを考える会（地域支え合い体制づくり事業）』２地区（大屋
敷・さつきケ丘）をモデルとして（各地区３回開催）実施し、地
区の方々と見守り支え合いについて考えて、それぞれの状況に
あった見守り体制を検討してきました。

大屋敷地区

普段から単身・高齢者世帯を訪問し、話し相手になっている民
生委員から現状を聞き、「高齢者の方が困っていること」「求めて
ていること」について話し合いました。また今後、高齢者にとっ
て必要な見守りや課題について意見交換をし、どのようなカタチ
にしていくか多くのアイデアが出されました。

さつきケ丘地区

高齢化率が町内で一番高いさつきケ丘地区では、見守り支え合
いを考える具体的なアイデアがたくさん出され、地域の絆の強さ
が感じられました。
アイデア例
・非常事態に備え、高齢者マップをつくる。
・地区の行事に参加されない方も参加できるような仕組みの行事
を考える。

・安心安全パトロールに積極的に参加し、地区の子どもたちも見
守っていく。

今後の取り組み
平成24年度中に9地区の方々と、『見守り支え合いを考える会

（地域支え合い体制づくり事業）』について話し合い、モデル地域
の話し合いを参考に、それぞれの地域に合った『できること』か
ら見守りを開始してもらいたいと考えています。また、今後も一
般の住民の方たちにも情報を発信して、高齢者の見守り・支え合
いを共に考えていきます。

jumpjumpジャンプ
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東日本大震災から１年が経過します。この地震では
津波により行政そのものが被災し「想定外」といわれ
ました。地震は繰り返し発生しているため、この地域
においても東海地震・東南海地震・南海地震の発生が
危惧され、連動して発生した場合は、広範囲で被害の
発生が予想されます。地震の被害を軽減する対策「減災」
のために、各自、地域、行政がそれぞれの立場で対策
を実施する必要があります。
皆さんも各自でできる対策「自助」を進めましょう。

をしましょう

地震注意

減
災
減災減災
対策対策
減災減災
対策対策
減災
対策

まずは個人が11自
助

家庭や家族で地震について話し合い対策を実施し
ましょう。
8頁の災害対策チェックシートで避難所、備蓄品等

を確認して、よく分かるところに掲示してください。

家屋の耐震化
無料耐震診断や耐震改修工事の一部を補助する助

成制度があります。詳しくは都市整備課までお問い
合わせください。
都市整備課 蘂95-11111
内線 176

家具の転倒防止
阪神淡路大震災において、被災者の約7割が家具等

の転倒によるものです。
家具転倒防止等の対策補助は平成24年3月末で終

了しますので、早めの対策をしましょう。詳しくは
町民安全課までお問い合わせください。
町民安全課 蘂95-11111 内線 113

日頃からの近所づきあい
向こう三軒両隣
阪神淡路大震災では9割以上が自力若しくは近所に

より救助されています。日頃から声を掛け合い、コミュ
ニケーションを大切にしま
しょう。

備蓄品の準備
災害の発生に備え備蓄品（非常食3日分、水（1人1

日3ℓ））を準備しましょう。カップラーメンや乾麺
等も十分備蓄品
になります。賞
味期限の確認を
しましょう。
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メール配信

大口南小学校
大口北小学校
大口西小学校
大口中学校
大口町屋内運動場
ほほえみプラザ
大口町民会館

奈良子三丁目116
中小口三丁目258
余野六丁目440
丸一丁目38
小口字城屋敷123（旧大口北小学校）

伝右一丁目35
丸二丁目8

施 設 名 場 所
大口町避難所一覧

※避難所を開設する場合は、防災無線でお知らせします。

ハートフル大口
一期一会荘
アピタ大口店
西友（店舗はありませんが本部と協定を結んでいます）

さくら荘
太郎と花子
バロー

御桜乃里
コカ・コーラ
ヨシヅヤ大口店

地域での助けあい

0 5 10 15 20 25 30 35

自力で
家族に
友人・隣人に
通行人に
救助隊に
その他

2.6％
1.7％
0.9％

（社）日本火災学会「兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書」による

兵庫県南部地震兵庫県南部地震時に時に生き埋めや閉じ込められた生き埋めや閉じ込められた際の救助際の救助兵庫県南部地震時に生き埋めや閉じ込められた際の救助

消防団員募集
消防団員は火災のみならず、地震、風水害や尋ね

人の捜索等の地域に密着した活動をおこなっていま
す。災害時に地域の安全安心のために活動する消防
団員を募集しています。ご協力していただける場合
は町民安全課までご連絡ください。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

協
定
先
一
覧

２２共
助行政による対策33公

助

自主防災会の訓練に参加
各地区の自主防災会の訓練に参加し、初期消火等

の災害時に必要な知識を身につけましょう。また、
日頃から地域のコミュニケーションを大切にしま
しょう。

隣近所による助け合い
地震発生直後は行政、消防、警察が駆け付けるの

は困難ですので、隣近所による助け合い（安否確認、
救出）が重要となってきます。

災害時要援護者支援
災害の対応が難しい災害時要援護者（高齢者や障が

い者等の方）について地域の力で安否確認、救出や
避難等で支え合いましょう。

■ 被害軽減の対策
家具転倒防止等対策補助、家屋の耐震診断、啓発
■ 情報の伝達
災害時の情報伝達（緊急地震速報、避難所開設情報、

避難指示等）は、防災無線、メール配信（あんしん・安
全ねっと）、エリアメール（NTTドコモ）でおこないます。
■ 防災無線
緊急地震速報、避難情報等の重要な情報は最大音

量で放送します。無線機を希望される方は町民安全
課までお問い合わせください。
※緊急地震速報は状況によっては間に合わない場合
があります。
■ メール配信
「あんしん・安全ねっと」メール配信をおこなって
います。内容は、消防、防災、気象、防犯、生活情
報を選択することができます。希望される方は、次
のアドレスに空メールを送信してください。

■ 避難所開設
避難所の開設情報は防災無線等でお知らせします。

■ 協力体制
大規模な災害が発生した場合は、行政のみの対応

では困難です。幅広い分野において日頃から仕組み
づくりが必要です。ご協力していただける場合は町
民安全課までご連絡ください。



災害対策チェックシート災害対策チェックシート災害対策チェックシート

非常持出品・備蓄品チェックリスト

災害に備えよう

いつでも持ち出せるように
しておきましょう。

防災用品
□携帯ラジオ
□ヘルメット・防災ずきんなど
□ロープ
□バール
□ノコギリ・工具
□軍手
□防じんマスク
□バケツ
食料品

□飲料水（1人 1日最低 3ℓ必要）
□非常食
□はし・スプーン
□缶切り
□紙コップ・紙皿
□調味料

貴重品
□現金（小銭も必要）
□預（貯）金通帳の写し※
□健康保険証・免許証の写し※
□有価証券の写し※
□カード類
□認印・印鑑など

医療用品
□三角きん
□包帯・ガーゼ
□ばんそうこう
□消毒薬
□脱脂綿
□常備薬
□ティッシュペーパー
□ウェットティッシュ

便利用品
□使い捨てカイロ
□ガムテープ
□筆記用具
□新聞紙
□トイレットペーパー
□携帯トイレ
□ゴム手袋

その他
□粉ミルク・ほ乳瓶
□紙おむつ
□生理用品など
□
□

□ハンガー
□裁縫セット
□ラップ

燃料・照明
□ローソク
□マッチ・ライター
□キャンプ用ランタン
□懐中電灯（電池含む）
□カセットコンロ
（予備ボンベ含む）

衣料品
□下着
□衣類
□雨具
□毛布
□寝袋
□タオル（大小 2種類）

※日頃は写しを入れておき、避難する時に
余裕があれば実物を持ち出しましょう。

その他必要なもの

非常持出品3日分 備蓄品7日分

災害が起こる前に、自宅の防災対策を再確認しましょう。

警察警察
火火事事・・救救急急・・救助救助
役場役場

警察警察
火火事事・・救救急急・・救助救助
役場役場

警察
火事・救急・救助
役場

☎ 110
☎ 119

☎ 95-1111
わが家の避難場所

家族の集合場所と連絡先

集合場所

共通の連絡先

災害伝言ダイヤルの時の番号（自宅）

171
を

録音の場合は 1

再生の場合は 2

番号

0587- -
※携帯番号でも登録できます。

※離ればなれになった時の家族の安否を確認するために重要なことです。共通の連絡先は大災害を想定し、遠くにいる親戚等にしましょう。

き

り

と

り

家族でチェックして、よく分かるところに掲示しましょう。
平成24年3月号8
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活
動
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

随
時
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
タ
イ
ガ
ー
ス
（
野
球
）

野
球
に
興
味
の
あ
る
子
！
一
緒
に
楽
し

く
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

場
所

大
口
北
小
学
校

日
時

毎
週
土
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

※
季
節
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

対
象

１
年
生
か
ら
６
年
生
の
男
女

会
費

２
年
生
ま
で
１
０
０
０
円
／
月

３
年
生
か
ら
２
０
０
０
円
／
月

▽
リ
バ
ー
ス
（
野
球
）

運
動
の
好
き
な
子
！
野
球
が
し
た
い

子
！

仲
間
と
過
ご
す
事
が
好
き
な
子
！

リ
バ
ー
ス
は
み
ん
な
を
待
っ
て
る
よ
！

場
所

大
口
西
小
学
校

日
時

毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時

※
季
節
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

会
費

１
５
０
０
円
／
月

※
２
年
生
ま
で
１
０
０
０
円
／
月

※
６
年
生
は
２
０
０
０
円
／
月

▽
オ
ー
ル
キ
ン
グ
ス
（
野
球
）

コ
ー
チ
と
団
員
の
み
ん
な
が
和
気
あ
い

あ
い
と
野
球
を
楽
し
む
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

チ
ー
ム
で
す
。

場
所

秋
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
時

５
か
ら
６
回
／
月

土
曜
日

午

前
、
日
曜
日

午
後

対
象

１
年
生
か
ら
６
年
生

会
費

１
０
０
０
円
／
月

▽
大
口
Ｆ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

体
力
向
上
と
柔
軟
性
・
基
礎
技
術
の
向

上
そ
し
て
何
よ
り
楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
随
時
体
験
を
受
付
け

て
い
ま
す
！

場
所

上
小
口
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
他
大
口
町

施
設
）

日
時

毎
週
土
・
日
曜
日

対
象

１
年
生
か
ら
６
年
生

会
費

２
２
０
０
円
／
月

▽
チ
ェ
リ
ー
ズ
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
）

ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
心
を
つ
な
ぐ
仲
間

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に
コ
ー

ト
に
立
ち
ま
し
ょ
う
！

場
所

大
口
北
小
学
校
体
育
館

日
時

水
曜
日

午
後
７
時
か
ら
９
時

土
曜
日

午
後
１
時
か
ら
５
時

日
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

対
象

２
年
生
か
ら
６
年
生

会
費

１
５
０
０
円
／
月

連
絡
先

大
口
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務

局

蘂
９５
ー

３
１
５
５
（
温
水
プ
ー
ル

２
階

生
涯
学
習
課
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

参加者募集！

3月11日の東日本大震災から1年
「僕、わたしで何かできることは…」
と思っている君
みんなの元気を届けませんか!!

復興支援事業 第3弾

3月27日（火）から30日（金）

日付 行程（予定） 宿泊
27日（火）
28日（水）
29日（木）
30日（金）

大口町出発（朝）
活動日
活動後に大口へ出発
大口町到着（午前中）

ホテル（遠野市内）
民泊（遠野市内）
バス車中泊

内容 現地の方々と交流し、いろいろなことを体験します。
対象 丹羽郡にお住まいかお勤めの方の児童生徒（小学校5
年生から高校生まで）

定員 25名
参加費 10,000円（保険料を含みます）
申込み 3月1日貅から定員になり次第終了します。
※午前9時から午後5時15分に下記申込み先へお越しください。
※3月1日貅、3月2日貊のみ午前9時から午後7時まで受け付
けます。（土・日・祝日を除く）

※天候等により予定が変更になる場合があります。
※行先は岩手県遠野市近郊になります。
※社会福祉協議会の職員とボランティアが同行します。
※移動手段はバスです。13時間以上かかりますので車酔い
がある方はご遠慮ください。

※3月18日豸に事前説明会をおこないます。
主催 大口町社会福祉協議会 大口絆つなぐネット
申込みおよび問合せ
（福）大口町社会福祉協議会 蘂94-0060

みんなの力で被災地に元気を！
被災前の自然を取り戻す活動（サケの稚魚放流・桜の植樹
等）や、地域の方と交流します。
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全
国
統
一
標
語

「
消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度
」

３
月
１
日
貅
か
ら
３
月
７
日
貉
ま
で
の

一
週
間
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
の

重
要
性
を
自
覚
し
、
日
常
生
活
の
中
で
防

災
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
火
災
の
死

傷
者
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
全
国
各
地

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
火
災
を
防
ぐ
知
識
や
消
火

技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

丹
羽
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防
週
間
を

中
心
に
次
の
こ
と
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
事
業
所
、
町
内
会
等
の
避
難
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
の
指
導

▽
横
断
幕
、
懸
垂
幕
の
掲
示

▽
一
日
女
性
消
防
士
の
開
催
（
３
月
２
日

貊
）

丹
羽
消
防
署
管
内
昨
年
の
火
災
状
況

丹
羽
消
防
署
管
内
（
大
口
町
・
扶
桑
町
）

で
は
、
昨
年
１
年
間
に
２１
件
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
建
物
火
災
が
１３

件
と
半
数
を
超
え
、
そ
の
他
火
災
７
件
、

車
両
火
災
１
件
で
し
た
。

出
火
原
因
で
多
か
っ
た
の
が
、
放
火
・

放
火
の
疑
い
で
し
た
。
放
火
・
放
火
の
疑

い
に
よ
る
火
災
は
、
平
成
２２
年
中
に
全
国

で
９
５
２
４
件
（
全
火
災
の
２０
・
４
％
）

発
生
し
、
昭
和
６０
年
以
降
連
続
し
て
全
国

の
出
火
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

建
物
に
対
す
る
放
火
防
止
対
策

▽
建
物
に
放
火
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、

建
物
外
周
部
、
倉
庫
、
物
置
、
車
庫
、

共
同
住
宅
等
の
玄
関
ホ
ー
ル
や
階
段
室

等
の
共
用
部
分
な
ど
、
侵
入
さ
れ
や
す

い
場
所
や
人
気
の
な
い
暗
が
り
に
お
け

る
放
火
が
目
立
ち
ま
す
。
施
錠
管
理
を

き
ち
ん
と
お
こ
な
い
、
外
部
か
ら
の
侵

入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
照
明
器
具
の
設
置
な
ど
に
よ
り
暗
が
り

を
な
く
し
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
放
置

せ
ず
、
き
ち
ん
と
片
づ
け
て
お
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
夜
間
無
人
と
な
る
工
事
現
場
や
空
家
な

ど
も
監
視
性
が
低
く
放
火
さ
れ
る
お
そ

れ
が
高
い
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

様
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
敷
地

内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
囲
い
な
ど
の

設
置
、
電
源
の
遮
断
、
ガ
ス
の
供
給
停

止
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
も
必
要
で

す
。

車
両
に
対
す
る
放
火
防
止
対
策

▽
路
上
、
建
物
外
周
部
お
よ
び
屋
外
駐
車

場
に
駐
車
中
の
車
両
の
荷
台
や
ボ
デ
ィ

ー
カ
バ
ー
な
ど
に
放
火
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
不
用
意
に
車
を
放
置
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
ボ

デ
ィ
ー
カ
バ
ー
に
は
防
炎
製
品
の
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
施
錠
が
さ
れ
て
い
な
い
車
両
の
内
部
に

放
火
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
車
両
の
施
錠
管
理
も
し
っ
か
り
お

こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
も
の
に
対
す
る
放
火
防

止
対
策

▽
夜
間
に
ご
み
捨
て
場
の
ご
み
や
放
置
さ

れ
た
新
聞
・
雑
誌
等
に
放
火
さ
れ
る
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
夜
間
に
ご
み
を

放
置
し
な
い
な
ど
ご
み
集
積
場
所
の
環

境
づ
く
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

▽
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
場
所
、
日
時
以
外

は
搬
出
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
な

ど
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
高

揚
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

地
域
に
お
け
る
放
火
防
止
対
策

▽
放
火
は
不
特
定
多
数
の
人
間
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
に
危
険
を
も
た
ら
す

極
め
て
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
放
火
の
危

険
か
ら
地
域
社
会
を
守
る
た
め
に
は
、

地
域
の
実
情
に
即
し
て
、
町
内
会
、
自

治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
事
業
所
、
関

係
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
り
協
力
体
制

を
確
立
し
、
放
火
さ
れ
に
く
い
地
域
環

境
を
つ
く
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に

ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
放
火
等
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
危
険
な
所
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

蘂
９５
―

５
１
５
８

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
始

ま
り
ま
す

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

３
月
１７
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

扶
桑
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９
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父
の
文
年
重
ね
見
る
大
旦

前
田

敏
子

大
旦
杖
を
頼
り
に
我
道
を

宮
下
喜
代
子

元
朝
や
尾
張
三
山
峰
明
り

丹
羽

清
声

鰐
口
の
綱
新
し
き
大
旦

神
谷

さ
ち

隔
な
く
光
与
へ
て
大
旦

渡
辺
す
み
子

身
に
叶
ふ
事
を
願
ひ
て
大
旦

酒
井

聖
子

資
料
館
の
福
寿
草
笑
み
迎
え
ら
れ丹

羽

壽
子

古
書
吉
書
ど
ん
ど
の
火
神
へ
礼
申
し佐

竹

悦
子

雪
だ
る
ま
な
で
ゆ
く
列
の
最
後
の
子安

藤

亮
子

希
望
あ
り
不
安
も
あ
り
て
受
験
の
子荒

谷
富
美
子

退
院
の
眼
に
や
さ
し
初
日
の
出

田
山
地
美
名

遠
き
子
も
近
き
も
集
ふ
明
の
春

野
田

信
子

弾
く
音
や
ぽ
ん
と
投
げ
込
む
ど
ん
ど
焼

安
壮

志
保

竜
神
の
ぎ
ょ
ろ
り
目
を
む
く
大
旦土

川
喜
一
郎

上
り
坂
気
を
取
り
直
し
万
歩
計

土
田
千
惠
子

ま
た
探
す
キ
ャ
ッ
プ
は
こ
こ
よ
と
笑
わ
れ
る

長
野

ま
す

ご
自
由
に
ど
う
ぞ
も
時
と
も
の
に
よ
り

吉
田

雄
亮

大
あ
わ
て
受
け
た
電
話
は
か
け
違
い平

尾

幸
助

老
い
の
文
辞
書
と
ル
ー
ペ
の
友
に
な
り

安
藤

久
子

掃
き
集
め
焚
き
火
の
出
来
ぬ
味
気
な
さ

日
比
野
文
子

木
枯
ら
し
へ
薄
毛
す
っ
ぽ
り
ス
キ
ー
帽

天
野

信
和

侘
助
は
一
輪
差
し
が
よ
く
似
合
ふ水

野

邦
子

竜
馬
像
袴
を
被
ふ
寒
埃

大
野

正
子

鶺
鴒
や
番
で
歩
く
寒
の
畑

近
藤

清
子

初
伊
勢
や
暗
き
に
お
は
す
土
の
神葉

栗

晴
美

賑
ぎ
や
か
に
靴
入
れ
変
わ
る
三
ヶ
日前川

立
代

乾
拓
に
新
し
き
年
始
ま
り
ぬ

（
乾
拓
―
つ
り
が
ね
墨
で
拓
を
と
る
こ
と
）

大
澤
奈
保
美

水
仙
の
香
り
こ
ぼ
れ
る
詩
の
ノ
ー
ト佐藤

千
志
子

紅
梅
の
蕾
ほ
つ
ほ
つ
崖
の
家

土
川

照
恵

１
月
２１
日
貍
よ
り
開
催
し
て
い
る
冬
の

企
画
展
「
ひ
な
ま
つ
り
」
は
、
い
よ
い
よ

３
月
３
日
が
近
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

大
変
盛
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
住
居
の
間
取
り
な
ど
生
活
環
境

の
変
化
に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
サ
イ
ズ

が
主
流
と
な
っ
た
雛
人
形
で
す
が
、
一
昔

前
ま
で
は
、
雛
人
形
を
飾
る
こ
と
自
体
が

大
仕
事
で
、
家
族
に
と
っ
て
、
ひ
な
ま
つ

り
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
し
た
。

企
画
展
示
室
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
の
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
中
央
に
７
段
飾
り
、
そ
の

両
側
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
人
形
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
飾
り
方
の
再
現

で
す
。
当
時
子
ど
も
だ
っ
た
方
、
親
と
し

て
お
子
さ
ん
の
た
め
に
飾
っ
た
方
は
、
当

時
の
想
い
出
に
浸
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
企
画
展
は
、
３
月
１１
日
豸
ま
で
で

す
。

写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

時
間

午
前
９
時
３０
分
か
ら
正
午
（
受
付

午
前
１１
時
３０
分
ま
で
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
３０
分
（
受
付

午

後
４
時
３０
分
ま
で
）

※
保
護
者
同
伴
の
う
え
、
カ
メ
ラ
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
の
方
は
、

当
館
窓
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

休
館
日

月
・
火
・
水
曜
日

※
企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は
開
館
し
ま

す
。

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５

も
う
す
ぐ
ひ
な
ま
つ
り
！

冬
の
企
画
展
「
ひ
な
ま
つ
り
」

も
好
評
で
す
！
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平
成
２４
年
度
か
ら
加
入
手
続
方
法
を
変

更
し
、
前
年
度
に
加
入
し
て
い
た
世
帯
の

み
に
申
込
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
対
象

世
帯
の
方
に
は
、
３
月
上
旬
に
申
込
書
を

郵
送
し
ま
す
。

平
成
２４
年
度
に
新
規
に
加
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
町
民
安
全
課
窓
口
に
て
申
込

書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
通
災
害
共
済
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
月
号
広
報
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

町
民
安
全
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
２

交
通
災
害
共
済
加
入
手
続
き
変
更

交
通
災
害
共
済
加
入
手
続
き
変
更

１
人
年
額
５
０
０
円
！
も
し
も
の
時
の
た
め
、
み
ん
な
で
加
入
し
よ
う
。

0

10

20

30

40

50

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24時間

時間別発生状況（人身事故 合計 304 人）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

月別発生状況（人身事故 合計 247 人）

月別発生状況（物損事故 合計 980 人）
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大口町

交通事故
発生状況

大口町

交通事故
発生状況

昨年
に比べると減少
平成23年に
町内で発生した
交通事故件数は 1,227件

23年

増減

平成23年 事故発生件数
人身事故
人数

件数
死者 重傷者 軽傷者

物損
事故

247

257

-10

1

1

0

9

5

4

294

314

-20

980

999

-19

平
成

22年平
成

3

24

95

7374 78

62

83
74

97

78
89 86 91

20
23 23

21

16

23

12
15

27

17

26

7 6

47

33
29 28 26

46

24

12

43

平
成
２３
年
中
に
大
口
町
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
件
数
は
、
人
身
・
物
損
事
故
を

合
わ
せ
る
と
１
２
２
７
件
と
な
り
、
平
成

２２
年
に
比
べ
る
と
２９
件
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
愛
知
県
内
の
昨
年
の
交
通

事
故
死
者
数
は
、
２
２
５
人
（
前
年
比
２８

人
増
加
）
で
、
２
年
ぶ
り
に
全
国
ワ
ー
ス

ト
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
、
被
害
者
だ
け
で
な
く
加

害
者
の
人
生
も
狂
わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

信
号
や
一
時
停
止
、
制
限
速
度
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ご
う
！

事
故
死
者
の
う
ち
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

は
１
１
４
人
と
、
約
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。自

宅
か
ら
近
い
場
所
の
交
差
点
や
道
路

を
渡
る
時
に
、
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
た
場
所
で
も
油

断
せ
ず
、
自
動
車
に
注
意
し
て
外
出
し
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を
守
ろ

う
！近

年
、
自
転
車
利
用
者
の
ル
ー
ル
遵
守

と
マ
ナ
ー
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
次
の
五
則
を
守
り
、
安
全
運
転
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
中
の
携
帯
電

話
や
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
使
用
は
、
絶
対

や
め
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を

徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

▽
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

▽
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・

安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用



平
成
２３
年
中
に
大
口
町
内
で
発
生
し
た
犯

罪
件
数
は
３
８
７
件
で
、
前
年
に
比
べ
２１
件

の
増
加
で
す
。
中
で
も
窃
盗
犯
が
３
０
５
件

と
約
８
割
を
占
め
、
自
動
車
盗
が
２２
件
（
前

年
比
＋
１１
件
）、
車
上
・
部
品
狙
い
が
７４
件

（
前
年
比
＋
２１
件
）
と
急
増
し
ま
し
た
。
対
策

と
し
て
、
駐
車
場
は
で
き
る
限
り
明
る
く
し
、

イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
や
警
報
装
置
を
取
り
付
け
ま

し
ょ
う
。
特
に
雨
天
時
の
深
夜
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
近
隣
の
方
と
声
掛
け
等
し
て
、

地
域
の
目
で
安
心
安
全
な
ま
ち
を
作
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
あ
ん
し
ん
・
安
全
ネ
ッ
ト
に

加
入
し
、
防
犯
・
消
防
・
防

災
・
気
象
・
生
活
情
報
を
メ

ー
ル
で
受
信
し
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

あ
ん
し
ん
・
安
全
ネ
ッ
ト

oguchi@
entry.m

ail-dpt.jp

河
北
上
郷
区
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
出
発
式

１
月
７
日
貍
、
河
北
学
習
等
供
用
施
設

に
て
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
出
発
式

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
受
講
や
警
察
・
運
輸
局
へ
の

申
請
手
続
き
を
進
め
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
車
を
導
入

し
ま
し
た
。
町

内
で
５
団
体
目

と
な
り
ま
す
。

出
発
式
後
は
、

河
北
上
郷
区
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

啓
発
活
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

今
後
も
月
２
回

程
度
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で

活
動
中

町
内
で
は
こ
れ
ま
で
も
４

団
体
、
二
ツ
屋
地
区
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
、
余
防
隊
（
余

野
）、
下
小
口
親
話
会
、
南

小
校
区
あ
ん
し
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
団
が
月
２
回
程
度
、
地
域

の
安
全
を
守
る
た
め
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
活
動
に
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、
町
民
安
全

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

町
民
安
全
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
１
２
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▲余防隊（余野） ▲下小口親話会

▲南小校区あんしんパトロール団▲二ツ屋地区防犯パトロール隊

１月19日貅、平成24年愛知県交通安
全県民大会にて、トヨタ自動車株式会社
大口部品センターが、愛知県知事から表
彰されました。長年に渡って、交通安全
街頭監視活動を実施し、地域の交通事故
防止にご尽力をいただいています。

平成23年に
町内で発生した
犯罪件数は 387件
平成23年 犯罪発生件数

大口町

犯罪発生状況

大口町

犯罪発生状況

増加昨年
に比べると

凶悪犯（強盗等）
粗暴犯（暴行等）
知能犯（詐欺等）
風俗犯（わいせつ等）
その他（器物損壊等）

287
26
11
29
39
11
53
21
2
5
4
0
68
366

305
21
14
40
27
22
74
7
3
6
7
0
66
387

18
-5
3
11
-12
11
21
-14
1
1
3
0
-2
21犯罪総数

22年平
成 23年 前年比犯罪別 平

成

空き巣
忍込み
万引き
自転車盗
自動車盗
車上・部品狙い
自販機狙い

主な窃盗犯内訳

トヨタ自動車株式会社大口部品セン
ターが優良交通安全団体として表彰
されました
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塩分の摂り過ぎは高血圧の原因となり、高血圧の状態が長く続くと脳卒中・心臓病・腎臓病などの病気を引き起こし
やすくなります。塩分の多い食品や料理を控えましょう！ また、塩分の多い食品や料理は、食べる量と組み合わせを考えて、上
手に塩分を摂りすぎないよう工夫しましょう。

10 4 1血管を守るための今日から始める
じゅうぶんじゅうぶんじゅうぶん よよよ いいい

分 ％ 杯
今回は塩分を多く含む食品と減塩のコツを紹介します

1日あたりの塩分摂取目標量
男性

女性
高血圧の方 6g未満

9g未満

7.5g未満
→1食あたり2.0g未満

→1食あたり3.0g未満

→1食あたり2.5g未満

そば・うどん 塩分 5.3g
3.2g

●汁は残しましょう
●食べる回数を減らしましょう

●汁ものや漬物を添えるのはやめ
食べる回数を減らしましょう

●漬物は小さく少なめに切りましょう

めん類 漬物・佃煮・干物

味付きご飯・麺

汁を2/3
残しても

食
べた
塩
分
は

かやくご飯1膳
塩分 1.8g

焼きそば
塩分 3.0g

にぎり寿司＋醤油（大1）
塩分 5.2g

梅干15g
塩分 2.9g

きゅうりのぬか漬け15g
塩分 0.8g

あじの干物１尾80g
塩分 1.4g

今より10分（1,000歩）多く歩こう！肥満傾向の方は体重の4％の減量をめざそう！
毎日体重を測ろう！毎食両手1杯の野菜を食べよう！

前回は塩分と血圧の関係をご紹介しました。

たくあん
塩分 25g

うす味調理のポイント

①

②

③

④

⑤

天然だしの風味を活かしましょう
（かつお節・昆布・干し椎茸）

香辛料を効かせましょう
（こしょう・カレー粉）

酸味を上手に使いましょう
（酢・柑橘類）

一品だけ塩味を効かせ、味のメリ
ハリをつけましょう

調味料は計って使いましょう。

日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
３
月
２
日
貊

平
成
２３
年
５
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
３
月
１６
日
貊

平
成
２２
年
１１
月
生
ま
れ

の
幼
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
３
月
９
日
貊

平
成
２３
年

１１
月
生
ま
れ
の
乳
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
１
時

３０
分

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
と
き
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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集
団
予
防
接
種

申込みおよび問合せ 蘂94―0051

今
月
の
健
康
俳
句

久
々
の
笑
顔
に
あ
へ
る
水
仙

酒
井
聖
子

今
月
の
健
康
川
柳
辛
抱
も
時
代
の
波
に
巻
き
込
ま
れ

日
比
野
文
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
月
は
福
祉
手
当
の
振
込
月
で

す
。
１２
月
か
ら
３
月
分
の
手
当
が
３

月
２３
日
貊
に
希
望
金
融
機
関
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。
受
給
者
の
方
は
通
帳

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

福
祉
こ
ど
も
課

蘂
９
４
ー

１
２
２
２

ご
確
認
く
だ
さ
い
「
福
祉
手
当
」
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

平
成
２４
年
度
も
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
助
成
を
継
続
し

ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予
防
接

種
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
の

う
え
、
指
定
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

▽
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

新
中
学
１
年
生
か
ら
新
高
校
１
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
女
性

※
現
在
高
校
１
年
生
で
、
平
成
２４
年
３
月

３１
日
ま
で
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
開
始
さ
れ
た
方
は
、
平
成

２４
年
度
も
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
高
校
２
年
生
で
、
平
成
２３
年
９
月

３０
日
ま
で
に
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
開
始
さ
れ
た
方
は
平
成
２４

年
３
月
３１
日
ま
で
に
接
種
を
完
了
し
て

く
だ
さ
い
。
４
月
か
ら
は
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▽
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

生
後
２
か
月
か
ら
５
歳
未
満
の
子

▽
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

生
後
２
か
月
か
ら
５
歳
未
満
の
子

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
利
用
期
限
は
３
月
末
日
ま
で
で
す
。

こ
の
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
す
る
と
、
乳
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
場
合
は
自
己

負
担
分
１
５
０
０
円
分
が
、
子
宮
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
場
合
は
自
己
負
担

分
１
０
０
０
円
分
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

詳

し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、
平
成
２３
年
５
月
に
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
し
た
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〜
い
ま
ど
き
の
が
ん
コ
ラ
ム
〜

「
増
え
て
い
る
が
ん
。
一
生
の
う
ち
に

２
人
に
１
人
が
一
度
は
が
ん
に
か
か
っ
て

い
ま
す
」

早
期
に
発
見
し
た
が
ん
は
、
早
期
の
治

療
に
よ
り
９
割
以
上
が
治
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
進
行
し
た
が
ん

で
は
治
る
確
率
は
一
割
以
下
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、

み
ん
な
で
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

平成24年3月号 15

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

無料がん検診クーポン券の対象者 （平成23年4月1日現在の年齢）

子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

平成2年4月2日から平成3年4月1日生まれ

昭和60年4月2日から昭和61年4月1日生まれ

昭和55年4月2日から昭和56年4月1日生まれ

昭和50年4月2日から昭和51年4月1日生まれ

昭和45年4月2日から昭和46年4月1日生まれ

乳
が
ん
検
診
対
象
者

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

昭和45年4月2日から昭和46年4月1日生まれ

昭和40年4月2日から昭和41年4月1日生まれ

昭和35年4月2日から昭和36年4月1日生まれ

昭和30年4月2日から昭和31年4月1日生まれ

昭和25年4月2日から昭和26年4月1日生まれ

４0歳の方は、子宮頸がんと乳がんの両方が無料がん検診クーポン券の対象となります。
この検診の「節目年齢」は、肝炎ウイルス検査・歯周病予防健診・骨密度測定の「節目年齢」とは、異なりますのでご注意ください。
無料クーポン対象の方は、22年度に町の乳がん検診を受診済でも、今年度の乳がん検診を受けることができます。

女性特有のがん対策として、受診率の向上とがんの早期発見・正しい健康意識の普及・啓発のため、下記の節目年齢の方に「無料クー
ポン券」と検診手帳を平成23年5月下旬にお送りしました。この機会にぜひご活用ください。
平成23年4月21日以降に転入された方、下記の対象年齢で通知が届いていない方は、健康生きがい課までお問い合わせください。
（ご利用できる期間は平成24年3月31日までです。お早めに！）

※
※
※

見本 見本
▲子宮頸がん検診無料クーポン券（水色） ▲乳がん検診無料クーポン券（ピンク色）
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私
事
で
恐
縮
で
す
が
本
年
７０
代
に

突
入
す
る
事
と
な
り
、
先
ず
ボ
ケ
と
か

認
知
症
の
こ
と
が
よ
ぎ
り
ま
す
。

食
事
に
気
を
配
り
、
適
度
な
運
動
さ

え
し
て
い
れ
ば
あ
る
程
度
の
事
は
保
て

る
と
信
じ
、
問
題
の
頭
の
方
は
何
で
も

い
い
の
で
、
一
つ
の
目
的
を
持
つ
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
身
近
な
新
聞
を

利
用
し
、
紙
面
の
日
々
の
出
来
事
を
読

み
、
漢
字
を
自
身
で
納
得
の
い
く
ま
で

辞
書
等
を
ひ
い
た
り
し
て
一
つ
で
も
多

く
覚
え
る
こ
と
と
し
、
頭
の
運
動
の
活

性
源
と
し
て
い
ま
す
。
他
は
友
を
た
く

さ
ん
作
り
、
お
し
ゃ
べ
り
に
歌
に
旅
に

楽
し
く
暮
ら
す
事
と
し
て
い
ま
す
。 小林照子さん

平成24年3月号16

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 28（水） 午後1:00
～1:30 23年11月生まれの乳児および未受診児

助産師相談 28（水） 午後1:30
～2:00

母乳や卒乳等の相談。４か月児健診と同時開
催です。健診対象者以外は予約制となります。

10か月児健診 13（火） 午後1:00
～1:30 23年5月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 27（火） 午後1:00
～1:30 22年8月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 7（水） 午後1:00
～1:30 21年2月生まれの幼児および未受診児

歯科健診 21（水） 午後1:00
～1:20

21年12月生まれの幼児および未受診児
（母子手帳、コップ、歯ブラシ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 1（木）
15（木）

午前9:45
～10:00 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

子育て相談室 19（月） 午前9:30
～11:00 育児や発育に応じた相談※要予約

らくらく離乳食教室 21（水） 午前9:45
～10:00

離乳食初期から中期のお話とデモンストレー
ション ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康についての
相談※第1・3金曜日は戸籍保険課でも相談できます。

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 13（火）
27（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間
歩行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

9（金）
23（金） 午前10:00 外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエーシ

ョン・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

6（火）
27（火）

午前10:00
介護予防のための筋力トレーニングを中心と
した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
13（火）
27（火）



新
木
津
用
水

合
瀬
川

富士見橋富士見橋

新富士見橋新富士見橋
郷前橋郷前橋

六部橋六部橋小口城址公園小口城址公園

竹橋竹橋

役場役場
昭和橋昭和橋

新田橋新田橋

大師橋大師橋桜橋桜橋

南小学校南小学校堀尾橋堀尾橋

大口中学校大口中学校

● は、トイレの設置場所です。
● は、ぼんぼりの設置場所です。

富士見橋

新富士見橋

北河原橋北河原橋北河原橋

八劔社八劔社八剱社

郷前橋

大口橋大口橋大口橋

六部橋小口城址公園

竹橋

役場
昭和橋

新田橋
大栄橋大栄橋大栄橋

大師橋桜橋

南小学校堀尾橋

リバーサイド桜橋公園リバーサイド桜橋公園リバーサイド桜橋公園

平和橋平和橋平和橋

堀尾跡公園堀尾跡公園堀尾跡公園

大口中学校

秋葉橋秋葉橋秋葉橋

ほほえみプラザほほえみプラザほほえみプラザ 中央公民館中央公民館
温水プール温水プール
中央公民館
温水プール

さくらの花さくらの花橋橋さくらの花橋

北小学校北小学校北小学校

天神橋天神橋天神橋

天天神パーク神パーク天神パーク

万願寺橋万願寺橋万願寺橋

北

大口町資源大口町資源
リサイクルセンターリサイクルセンター
大口町資源
リサイクルセンター

アピタアピタアピタ

至柏森駅至柏森駅至柏森駅

問合せ先 役場 環境課役場　環境課
蘂蘂9595ーー1111 内線1621111　内線162

※トイレとぼんぼりの設置期間は、桜の開花状況等
によって予告なく変更される場合があります。

3/253/25（日）（日）
～4/15（日）～4/15（日）
3/253/25（日）（日）
～4/15（日）～4/15（日）
3/253/25（日）（日）
～4/15（日）～4/15（日）

大口町の春といえば、何といっても「五条川の桜並木」
ですね。冬の間、じっと寒さに耐えてきた桜も、もうすぐ
つぼみがほころび始めます。さあ、今年も満開の桜の下、
ハイキングやサイクリングに出かけませんか？

桜まつりは大口町コミュニティバスが便利です。ぜひ、ご利用ください。
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連
絡
お
よ
び
問
合
せ
先

中
央
公
民
館
２
階

学
校
教
育
課

蘂

95
ー

４
４
４
６

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

南
小
学
校
・
北
小
学
校
・
西
小
学
校

午
前
９
時
30
分
開
式 ３

／
19（
月
）

小
学
校

卒
業
式

大
口
中
学
校

午
前
９
時
20
分
開
式 ３

／
８（
木
）

中
学
校

卒
業
式

南
小
学
校
・
北
小
学
校
・
西
小
学
校

受
付

午
前
８
時
50
分
か
ら
９
時
５
分

４
／
６（
金
）

小
学
校

入
学
式

大
口
中
学
校

受
付

午
前
８
時
30
分
か
ら
８
時
45
分

４
／
５（
木
）

中
学
校

入
学
式

入
学
式
当
日
は
、

送
付
し
た「
就
学
通
知

書
」
を
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
方
や
、
欠
席

を
さ
れ
る
方
は
、
学
校
教
育
課
へ
ご

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※



★やってみよう 「オセロ」 3月5日（月）
午後4時から 19日（月） 午後2時から

★ドッジボールの日 3月6日（火） 午後4時から
★川柳の日 3月7日（水）、8日（木）
★体育あそび「バドミントン」
3月13日（火）午後4時から
★北児童センターライブ
3月17日（土） 正午から午後5時

★ドッチビーの日 3月21日（水） 午後4時から
★今月のぬいとり 『おひなさま』『アンパンマン』『いぬ』
『アイルー＆キティー』
★今月のおりがみ 『おひなさま』『はこ』
★子育て支援
○コアラ広場
2、5、9、12、16、23日実施
午前10時30分から11時30分 対象 3歳までの親子な
らどなたでも参加できます。

○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★ルームプレートを作ろう(トールペイント）
3月10日（土） 午後１時から2時 定員 20名
対象 小学生・中学生・高校生 費用 50円

★ベビーマッサージ 3月13日(火) 費用 500円
午前１0時30分から11時30分 対象 2カ月以上のベビー
定員 20組(西児童センターで申込みが必要)
★川柳を詠もう 3月13日(火) 午後3時30分から4時30分
★うんどう遊び「風船バレー」
3月15日（木） 午後3時30分から4時30分

★おりがみ教室 3月17日(土) 午後1時30分から4時
★よみきかせ 3月22日(木) 午後3時30分から
★ルームプレートを作ろう「トールペイント」（元気クラブ主催）
3月24日（土） 午後1時から2時 定員 20名 対象 小中高生・
大人 費用 50円 申込み 3月1日（木）から先着順

★レッツエンジョイ春休み「ジェンガ大会」
3月27日(火) 午後2時から3時

★ルービックパネル検定
対象 小学生以上 今月の検定はピンク色と赤色

★今月のぬいとり
『ゾロ パート２』『おひなさま』『つくし』『すみれ』

★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび 『サッカー』『ブロックス』
★今月のぬいとり
『たんぽぽ』『つくし』『ムーミン』『フローレン』

★けん玉検定日
3月12日（月）、15日（木） 午後4時から5時

★チャレンジ「ストラックアウト」
3月19日（月） 午前10時から11時

★カップケーキ作り 3月26日（月）
午後1時30分から3時30分 定員 30名 費用 100円
申込み 3月12日（月）から

★春休みのお楽しみ会 （劇団なんじゃもんじゃ）
「さよなら△＆青虫くん」 3月27日（火）
午前10時から11時

★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。

○なかよし（南）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成23年度満3歳になるお子さんとその親

平成24年3月号18

3
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

こまたいかい ゆうしょうしたいな れんしゅうだ（西小1年）
さくらのき もうすぐはるだ じゅんびする（西小1年）
あまいもの ２月にわたす だれにしよう（西小3年）

月



大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ大口町ほほえみプラザ

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター健康文化センター

トレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用についてトレーニングセンター利用について

ほほえみプラザ 5階トレーニングセンター
午前9時から午後9時
問合せ先 蘂94―0057
※入会希望の方は、トレーニングセンターの会員登
録をお願いします。会員登録には顔写真が必要で
す。（スナップ写真でもOK。縦30㎜×横25㎜）

寒い日が続き、室内ばかりで過ごしていませんか？
現代の子どもたちはテレビやゲームなど室内遊びが多く、運動能力の低下が問題になっています。走る、跳ぶなどの
基礎体力作りが大切なこの時期！ 思いっきり体を動かしてみませんか？

日時 3月24日貍から27日貂 午前10時から11時
対象 新1年生から新6年生 20名（先着順）
料金 3,000円
講師 トレーニングセンタートレーナー
中村美穂子さん 津田雄太さん
場所 ほほえみプラザ敷地内
申込み 3月3日貍 午前9時30分から トレーニングセ
ンター5階フロント

※詳細は、フロントまたはホームページをご覧ください。
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※写真と本文は関係ありません。

※３月の園庭開放はあり
ません

＜教室内容の紹介＞
○初回、最終日に体力測定（20ｍ走、立ち幅跳び、反復横とび）で個々の体力チェック！
○下半身のパワー、敏しょう性、スピード、バランスの向上を目的とし、ミニハードルやラダ―、ボールを使って運動

小学生短期集中教室・春のキッズトライアル！のご案内

今回のお楽しみ給食は「お子様ランチ」でした。
色々な国旗を見て
A君が…「先生！ この旗はどこの国？」
保育士「それはパプアニューギニアだよ」
A君「パパは牛乳屋？違うよ、僕のパパは会社員
だよ！」



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
３
月
２３
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
３
月
４
日
豸
、
２５
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
４

バ
イ
ク
、
軽
貨
物
、
小
型
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
、
耕
運
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
自
動

車
な
ど
の
所
有
者
は
、
町
へ
「
軽
自
動
車

税
」
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１

年
分
の
軽
自
動
車
税
の
課
税
内
容
は
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
に
よ
り
判
断
し

ま
す
。「
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
」「
盗
難

に
あ
っ
た
」「
廃
棄
物
処
理
業
者
に
出
し
て

し
ま
っ
た
」
な
ど
の
理
由
で
、
軽
自
動
車

等
を
現
実
に
所
有
し
て
い
な
い
方
は
、
廃

車
の
手
続
き
を
必
ず
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
お
こ
な
わ
な
い
と
、
引
き

続
き
所
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
課
税
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

毎
年
３
月
は
軽
自
動
車
税
申
告
等
の
関

係
か
ら
、
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
、
廃
車

の
届
出
が
集
中
し
、
窓
口
が
大
変
混
雑
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
名

義
変
更
お
よ
び
廃
車
の
届
出
は
で
き
る
限

り
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
済
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

廃
車
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
尾
張
小

牧
ナ
ン
バ
ー
は
小
牧
市
に
あ
る
軽
自
動
車

検
査
協
会
、
大
口
町
ナ
ン
バ
ー
は
役
場
税

務
課
で
そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
４

納
税
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
３
月

１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
次
の
対
象
税
目

等
の
納
付
書
で
各
期
別
の
納
付
額
が
３０
万

円
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
、
指
定
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
税
目
等

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保

育
料
お
よ
び
町
営
住
宅
使
用
料

指
定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
め
る

こ
と
が
で
な
い
納
付
書

▽
Ｃ
Ｖ
Ｓ
収
納
用
欄
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印

字
の
な
い
納
付
書
や
印
字
が
あ
っ
て
も

バ
ー
コ
ー
ド
部
分
が
傷
・
汚
れ
な
ど
に

よ
り
読
み
取
れ
な
い
納
付
書

▽
金
額
を
訂
正
し
た
納
付
書
や
金
額
を
書

き
加
え
た
納
付
書

▽
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書

※
固
定
資
産
税
を
納
め
る
場
合
、
期
別
納

付
第
１
期
と
全
期
の
納
期
限
が
同
じ
と

な
り
ま
す
の
で
、
納
付
方
法
を
選
択
の

う
え
い
ず
れ
か
の
納
付
書
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
４
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収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

廃廃
車車
手手
続続
きき
はは
おお
済済
みみ
でで
すす
かか

ココ
ンン
ビビ
ニニ
収収
納納
のの
開開
始始

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
講
演
会

さんかく

今昔
物語

△

セブンーイレブン
ローソン
サークルＫ・サンクス
ファミリーマート
ミニストップ
ココストア
ポプラ
スリーエフ
セーブオン
コミュニティ・ストア
デイリーヤマザキ
ヤマザキデイリーストアー

ヤマザキスペシャルパートナーショップ
セイコーマート
スリーエイト
くらしハウス
生活彩家
エブリワン
RIC マート
ＭＭＫ（マルチメディアキオスク）設置店
SPAR（三菱 UFJ ニコス取扱の表示店舗に
限ります）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
か
ら
９
年
が
経
ち
ま
し
た
。
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
や
社
会

は
変
わ
っ
て
き
た
か
、
今
後
ど
の
よ

う
な
男
女
共
同
参
画
社
会
が
望
ま
れ

る
の
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

講
師

日
置
雅
子
さ
ん

愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ル
２１
フ
ォ
ー
ラ

ム
理
事
長

日
時

３
月
１８
日
豸

午
後
１
時
３０

分
か
ら

会
場

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

参
加
費

無
料

※
申
し
込
み
不
要

主
催

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇

話
会
・
大
口
町

問
合
せ
先

役
場

地
域
振
興
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
１
１
５



図書館HP http://www.town.oguchi.aichi.jp/gakushuu/tosho/tosho.html
携帯電話 https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

どえりゃあええ、ほん・えほん

ユーゴの不思議な発明
ブライアン･セルズニック/著 分類：933セ

※映画題名：ヒューゴの不思議な発明
戦火の馬 マイケル・モーバーゴ／著 分類：933モ
第九軍団のワシ ローズマリ・サトクリフ／著 分類：933サ

今月公開！ 映画化された本

町図書館利用者カード申請

≪絵本≫
奇跡の一本松
なかだえり／絵・文 汐文社
「まげねえぞ！」今まで

もずっと人間と手を取り合
って立ち向かってきた一本
松。震災のことを覚えてい
てほしいという願いが込め
られた絵本です。

≪本≫
釜石の記録
藤枝宏／写真・文 心象舎
(釜石市)
東日本大震災から1年。

この震災を忘れることなく
広く後世に伝えていくため
に、この写真集で振り返ってみてください。
この本は、大口町の中高生から成るボランテ

ィアグループから寄贈されました。
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雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

３
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
り
口
付
近

今
月
の
休
館
日

５
日
豺

８
日
貅

１２
日
豺

１９
日
豺

２６
日
豺

※
２０
日
貂
は
、
祝
日
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

ザ
・
ベ
ス
ト
・
オ
ブ

上
妻
宏
光

ど
ん
ど
晴
れ

総
集
編
１
・
２

津
軽
三
味
線
の
第
一
人
者
、
伝
統

と
革
新
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
奏
で
る
力

強
い
音
色
の
「(

新
節)

津
軽
じ
ょ
ん

が
ら
節
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

新
着

Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

【
３
月
３
日
貍
に
並
び
ま
す
】

岩
手
県
の
老
舗
旅
館
を
舞
台
に
繰

り
広
げ
ら
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
で
す
。
震
災
前
の
遠
野
の

風
景
が
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

活力ある人生 信じよう、本の力

「
と
し
ょ
か
ん
」
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

本
や
雑
誌
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ
な
ど
、

一
見
す
る
と
本
屋
さ
ん
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

で
も
、
図
書
館
っ
て
、
ほ
ん
と
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
な
の
で
し
ょ
う
。

図
書
館
は
、
大
き
く
分
け
る
と
本
な
ど
の
資

料
を
「
集
め
る
」「
整
理
す
る
」「
保
存
す
る
」

そ
し
て
「
提
供
す
る
」
と
い
う
４
つ
の
大
き
な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
整
理
す
る
」
に
つ
い
て
。

日
本
十
進
分
類
法
に
従
っ
て
記
号
を
付
け
、
ラ

ベ
ル
に
書
き
、
本
に
貼
っ
て
本
棚
に
並
べ
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
デ
ー
タ

（
目
録
）
を
入
力
す
る
の
も
「
整
理
」
で
す
。

新小学1年生になられるお子
さんの図書館利用者カードの申
請はお済みでしょうか？
戸籍保険課で新しく交付され
る「子ども医療受給者証」をお
持ちください。
その場で使用できる図書館利
用者カードを交付いたします。
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無
料
相
談

無
料
相
談

日
時

３
月
２８
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談
室

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
２８
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
３
月
７
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

母
子
自

立
支
援
員
、
女
性
相
談
員

▽
３
月
１４
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

知
的
相
談
員
、
身
障
相

談
員

▽
３
月
２１
日
貉

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

女
性
相

談
員

▽
３
月
２８
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

高
齢
・
障
が
い
者
の
弁

護
士
相
談
日

※
弁
護
士
相
談
は
予

約
制
（
蘂
９４
ー

０
０
６
０
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

３
月
６
日
貂

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

消
費
生
活
相
談
員

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

３
月
２１
日
貉

午
後
６
時
か
ら
９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
町
民
安
全
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

今
年
お
よ
び
来
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
予
定
で
、
お
子
さ
ん
の
障
が

い
や
成
長
の
こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い

る
保
護
者
の
方
を
対
象
に
就
学
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

②
知
的
発
達
に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子

さ
ん

③
情
緒
面
に
不
安
の
あ
る
お
子
さ
ん

④
障
が
い
で
は
な
い
が
、
成
長
・
発
達

に
遅
れ
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん

⑤
病
弱
・
身
体
虚
弱
の
お
子
さ
ん

相
談
方
法

●
電
話
ま
た
は
学
校
教
育
課
窓
口

●
必
要
に
応
じ
て
小
学
校
の
学
校
見
学

相
談
日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分

※
祝
日
お
よ
び
正
午
か
ら
午
後
１
時

を
除
く
。

児
童
・
生
徒
の
心
の
居
場
所
と
し
て

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
相
談
・
指
導

を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
（
祝
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
保
護
者
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３
（
入
室
希
望
は
、
学

校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

登
記
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂

就
学
相
談

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂



日
時

３
月
１５
日
貅

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

※
前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
予

約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

日
時

３
月
２
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

「
閉
講
式
・
修
了
書
授
与
式
」

健
康

食
事
療
法

江
南
保
健
所
管
理
栄
養
士

岩
倉
市
・
小
牧
市
・
大
口
町
・
扶
桑

町
の
住
民
が
、
気
軽
に
交
流
で
き
る
ヒ

ュ
ー
マ
ン
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
で
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.iw
aku-

ra-plaza.jp/H
LS/

登
録
方
法

広
報
お
お
ぐ
ち
２
月
号
９

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
講
習
会

日
時

３
月
４
日
豸

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

※
パ
ソ
コ
ン
不
要

場
所

憩
い
の
四
季

研
修
室

問
合
せ
先

岩
倉
市
役
所
企
画
財
政
課

蘂
３
８
ー

５
８
０
３

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

募
集
人
員

１
名

期
間

４
月
１
日
豸
か
ら
９
月
３０
日
豸

勤
務
場
所

大
口
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

勤
務
時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
の
間
で
６
・
５
時
間
勤
務

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
月
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
間
の
１
日
並
び
に
学
校
休

業
日
は
休
み

時
給

９
４
０
円

申
込
み

履
歴
書
（
一
般
様
式
）、
臨
時

職
員
登
録
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
を

政
策
推
進
課
職
員
グ
ル
ー
プ
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
９
日
貊
ま
で

ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
で
は
、
町
制
５０
周

年
記
念
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
お
お

ぐ
ち
」
で
バ
ザ
ー
を
出
店
し
ま
す
。
ご

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
、
日
用
品

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
回
収
不
可

大
型
品
、
食
品
、
酒
類

バ
ザ
ー
開
催
日
時

４
月
１
日
豸

午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所

大
口
町
役
場
駐
車
場

回
収
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

ハ
ー
ト
フ
ル
大
口

蘂
９４
―

２
６
６
６

岐
阜
基
地
で
基
地
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

活
動
内
容

盆
踊
り
、
航
空
祭
へ
の
参

加
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
等

募
集
人
員

１０
名
（
選
考
）

締
切

３
月
９
日
貊

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応

募
動
機
を
記
入
し
封
書
で
左
記
の
郵

送
先
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
５
０
４
―

８
７
０
１

岐
阜
県
各
務

原
市
那
加
官
有
地
無
番
地

第
２
補

給
処
基
地
渉
外
室
広
報
係

蘂
０
５
８
―

３
８
２
―

１
１
０
１

人
事
院
は
平
成
２４
年
度
中
に
次
の
採

用
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。
受
験
案
内

等
は
人
事
院
中
部
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
総
合
職
試
験

▽
一
般
職
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
）（
高
卒
程
度
試
験
）

問
合
せ
先

人
事
院
中
部
事
務
局

蘂
０
５
２
ー

９
６
１
ー

６
８
３
８

ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・

グ
ル
ー
プ
櫻
組
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時

３
月
２５
日
豸

午
後
４
時
か
ら

場
所

犬
山
市
南
部
公
民
館
※
無
料

問
合
せ
先

蘂
０
９
０
ー

９
９
１
３
ー

９

１
３
２
（
堀
）
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講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

国
家
公
務
員
募
集

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

岐
阜
基
地
モ
ニ
タ
ー

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

募

集

募

集

法
律
相
談

役
場
／
町
民
安
全
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
２

蘂

リ
サ
イ
ク
ル
品
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

第
４
回
観
桜
会

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
４

蘂

臨
時
職
員
募
集

役
場
／
政
策
推
進
課

95
―
１
１
１
１

内
線
２
０
３

蘂

ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

そ
の
他

そ
の
他



▽
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
報
奨
金
（
３
０
０

０
円
）
に
つ
い
て
は
、
１
年
度
間
で

１
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

▽
年
度
途
中
で
７２
ポ
イ
ン
ト
に
達
し
た

方
に
は
、
今
ま
で
ど
お
り
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
が
、
同
一
年

度
内
で
報
奨
金
の
支
払
い
は
お
こ
な

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
１０
ポ
イ
ン
ト

ご
と
の
景
品
交
換
は
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
こ
の
改
正
は
、
４
月
１
日
豸
か
ら
お

こ
な
い
ま
す

焼
却
ご
み
の
減
量
お
よ
び
野
焼
き
防

止
の
た
め
、
有
機
資
源
保
管
場
所
に
て

家
庭
か
ら
出
た
剪
定
枝
、
草
、
竹
の
回

収
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

収
集
日
時

火
・
金
・
日
曜
日

午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
く

※
火
・
金
曜
日
が
祝
日
と
な
る
場
合
も

利
用
で
き
ま
す
。（
年
末
年
始
は
除
く
）

回
収
で
き
る
も
の

▽
町
内
の
各
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
に
つ

い
て
は
回
収
し
ま
せ
ん

▽
太
さ
、
長

さ
に
つ
い
て
は
お

よ
そ
軽
ト
ラ
ッ
ク

荷
台
に
積
め
る
程

度
ま
で
。

搬
入
に
つ
い
て

▽
必
ず
ご
自
身
で

搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。（
業
者
へ
の

委
託
に
よ
る
持
込

禁
止
）
▽
有
機
資

源
保
管
場
所
受
付
に
て
住
所
氏
名
等
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
手
数
料
は
無
料
で
す
。

有
機
資
源
保
管
場
所
に
て
収
集
し
ま

し
た
剪
定
枝
の
チ
ッ
プ
に
し
た
も
の
を

差
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
チ
ッ
プ
は
、
ご
家
庭
の
庭
、
畑

等
へ
の
土
壌
改
良
材
ま
た
は
マ
ル
チ
ン

グ
（
根
覆
い
材
）
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
の
で
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

※
マ
ル
チ
ン
グ
と
は

地
表
面
の
飛
散
、

雑
草
の
生
育
抑
制
等
の
た
め
に
地
表

を
覆
う
こ
と
。

お
渡
し
日

有
機
資
源
保
管
場
所
開
場

日
（
火
、
金
、
日
）

※
容
器
等
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
大
口
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
へ
町
の
行
政
情
報
を
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
地
域
企
業
の
発

展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

大
口
町
と
譁
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
共
同
発

行
し
ま
し
た
。

ご
家
庭
へ
の
配
布
は
、
３
月
上
旬
か

ら
郵
便
受
け
等
へ
業
者
が
直
接
投
か
ん

い
た
し
ま
す
。
町
内
全
域
へ
の
配
布
が

終
わ
る
ま
で
に
３
週
間
ほ
ど
か
か
る
予

定
で
す
の
で
、
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
「
大
口
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

は
企
業
等
の
広
告
収
入
で
発
行
か
ら
配

布
ま
で
の
費
用
を
賄
っ
て
お
り
、
町
の

費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
紙
面
の
行

政
情
報
は
大
口
町
が
、
そ
れ
以
外
の
情

報
お
よ
び
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
は
譁
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
が
作
成
し
ま
し
た
。

配
布
の
問
合
せ
先

譁
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
東
海
支
店

蘂
０
５
９
ー

３
６
１
ー

１
１
４
４

町
内
の
子
育
て
団
体
に
よ
る
手
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

３
月
５
日
豺

午
前
１０
時
か
ら

１１
時
３０
分

内
容

ボ
デ
ィ
ー
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
体
操

日
時

３
月
１９
日
豺

午
前
１０
時
か
ら

１１
時
３０
分

内
容

み
ん
な
で
コ
ン
サ
ー
ト

場
所

両
日
と
も
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２

階

プ
レ
イ
ル
ー
ム

大
口
町
暮
ら
し
の
便
利
帳

役
場
／
地
域
振
興
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
６

蘂

剪
定
枝
チ
ッ
プ
差
し
上
げ
ま
す

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂
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親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
制
度
の
改
正

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
３

蘂
剪
定
枝
・
草
・
竹
の
分
別
収
集

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
３

蘂

堀尾跡公園堀尾跡公園堀尾跡公園

大口雇用促進住宅大口雇用促進住宅大口雇用促進住宅

大口クリーン
センター

収集
場所

収集場所

町制施行50周年記念事業
式典・イベントのお知らせ

HAPPYバースデイ！おおぐち
場所 役場ホール・駐車場
町民会館第2駐車場・その周辺
時間 午前10時から午後3時

50周年記念式典
場所 町民会館
時間 午前10時から11時40分

町民会館 役場

ア
ピ
タ

出店

式典関係者
駐車場

活動展示

ストリートパフォーマンス

ホール郵便局

五条川

44 11月月 日日 日曜日日曜日4 1月 日 日曜日

問合せ先 式典 50周年記念事業事
務局 蘂95-1111 内線 185
HAPPYバースディ！おおぐち 町民
活動まかせてネット 蘂22-6642



４
月
か
ら
、
１
か
所
の
医
療
機
関
等

で
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
場
合
、

保
険
証
を
提
示
す
れ
ば
、
入
院
と
同
様

に
ひ
と
月
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
の
負
担
で
す
み
ま
す
。

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
事
前
に

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
、
保
険
証
と
一
緒

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
役

場
戸
籍
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

４
月
か
ら
、
１
か
所
の
医
療
機
関
等

で
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
場
合
、

入
院
と
同
様
に
ひ
と
月
の
窓
口
で
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
負
担

で
す
み
ま
す
。

７０
歳
未
満
の
方
ま
た
は
７０
歳
以
上
で
町

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
役
場
戸
籍
保
険
課
窓
口
で
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」（
町
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」）
の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
保
険
証
と
一

緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

７０
歳
以
上
の
方
で
町
民
税
非
課
税
世
帯

以
外
の
方

※
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
よ
り
中
央
公
民
館
・
町
民
会
館
・

野
外
活
動
施
設
白
山
ふ
れ
あ
い
の
森
の
各

施
設
に
つ
い
て
、
試
行
的
に
火
曜
日
の
開

館
（
開
場
）
を
実
施
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
・
町
民
会
館
の
４
月
以
降

の
火
曜
日
利
用
の
予
約
に
つ
き
ま
し
て

は
、３
月
１
日
貅
よ
り
受
付
開
始
し
ま
す
。

施
設
の
利
用
状
況
お
よ
び
問
合
せ
先

（
特
）
ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

蘂
９５
ー

９
０
３
３

小
型
乗
用
自
動
車
を
次
の
と
お
り
売

却
し
ま
す
。
た
だ
し
被
後
見
人
、
破
産

者
な
ど
の
方
は
除
き
ま
す
。

※
説
明
会
に
出
席
さ
れ
な
い
方
は
入
札

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

物
件

小
型
乗
用
自
動
車

平
成
９
年
式

ト
ヨ
タ

イ
プ
サ
ム

（
２
０
０
０
㏄

Ａ
Ｔ
車

乗
用
定

員
７
人

平
成
２４
年
１
月
末
現
在

約
８
万
２
０
０
０
㎞
走
行
）

入
札
説
明
会

日
時
・
３
月
２６
日
豺

午
後
２
時

入
札
日

４
月
３
日
貂

午
後
２
時

説
明
会
お
よ
び
入
札
場
所

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

会
議
室

問
合
せ
先

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合

蘂
９５
ー

３
２
０
０

平
成
２３
年
１０
月
以
降
の
子
ど
も
手
当

を
受
け
取
る
に
は
、
新
た
に
認
定
申
請

が
必
要
で
す
。
ま
だ
申
請
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
３
月
末
ま
で
に
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
月
末
日
を
過
ぎ
る
と
、
手
当
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
１３
日
貂

午
前
９
時
３０
分

か
ら
１１
時

※
毎
月
第
３
火
曜
日
の

同
時
間
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対
象

４５
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

一
時
あ
ず
か
り
（
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
）
開
設

利
用
可
能
日

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

利
用
時
間

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時

場
所

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内

キ
ッ
ズ

ル
ー
ム

料
金

３０
分

１
人
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

愛
知
淑
徳
大
学

福
祉
貢
献
学
部

准
教
授
で
精
神
保
健
福
祉
士
の
瀧

誠

さ
ん
に
よ
る
講
演
「
こ
こ
ろ
の
ト
ラ
ブ

ル
に
出
逢
っ
た
人
た
ち
を
支
え
る
〜
あ

な
た
の
と
な
り
の
で
き
ご
と
〜
」
を
開

催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
身
近
な
こ
こ
ろ

の
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

３
月
２４
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時
３０
分

※
開
場

午
後
１
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ほ
ほ

え
み
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
お
よ
び
要
約
筆
記
を
お
こ

な
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方

役
場
／
戸
籍
保
険
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
３

蘂
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

役
場
／
戸
籍
保
険
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
３

蘂

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

施
設
開
館
を
試
行
的
に
実
施

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
小
型
乗
用
自
動
車
公
売

役
場
／
環
境
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
２

蘂

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

95
―
８
１
０
１

蘂

障
が
い
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
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勉
強
会
で
は
、「
介
護
と
国
保
の
現
状
」

と
「
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
役
場
職
員

か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

町
内
で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が

こ
こ
数
年
増
加
、
医
療
費
の
負
担
も
増
え
、

さ
ら
に
平
均
寿
命
も
伸
び
て
い
る
こ
と
か

ら
、
い
か
に
健
康
寿
命
（
介
護
を
必
要
と

せ
ず
自
立
し
て
い
ら
れ
る
期
間
）
を
伸
ば

す
か
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
心
筋
梗
塞
や
糖
尿
病
、
脳

梗
塞
な
ど
生
活
習
慣
病
の
怖
さ
や
予
防
の

大
切
さ
を
改
め
て
理
解
し
、
健
康
に
つ
い

て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
、
元
気
で
楽
し
い
人
生
を

送
る
た
め
、
特
定
健
診
を
受
け
病
気
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
！

平成24年3月号26

あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 地域振興課 蘂95-1111 内線117
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
！

イ
キ
イ
キ
勉
強
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

1
21
土

父
親
の
子
育
て
の
役
割
を
考
え
る
、
愛

知
お
や
じ
サ
ミ
ッ
ト
が
大
口
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
「
命
の
誕
生
と
子
育
て
の
大

切
さ
」
の
後
お
こ
な
わ
れ
た
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
お
や
じ
の
子
育

て
」
と
題
し
、
パ
ネ
ラ
ー
が
体
験
談
を
発

表
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
解
説
を
通
し

て
、
会
場
と
一
緒
に
父
親
が
子
育
て
に
ど

う
か
か
わ
っ
て
い
く
か
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

第
４
回

愛
知
お
や
じ
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ
お
お
ぐ
ち

町
民
会
館

第
５
回
『
お
お
ぐ
ち
合
唱
祭
』
が
町
民

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
や
童
謡
な
ど
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
埋

め
尽
く
す
ほ
ど
の
観
客
は
、
心
に
響
く
歌

声
に
魅
了
さ
れ
、
各
合
唱
団
に
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
を
願
い
会
場
の
み
な
さ
ん
と
『
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
』
を
合
唱
し
ま
し
た
。

第
５
回
お
お
ぐ
ち
合
唱
祭

町
民
会
館

1
28
土

2
5

日



ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
『
ま
ち

づ
く
り
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
』

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
し
た
が
、「
学
共
の
事
例
発
表

や
今
後
の
活
用
課
題
に
つ
い
て
」、「
地
域

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
を
深
め
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」
に
つ
い
て
、
有
意
義

な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
地
区
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
一
緒
に

歩
ん
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
お
互
い
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

場
や
環
境
が
必
要
だ
と
感
じ
た
よ
う
で
し

た
。
主
催
者
か
ら
は
、
み
な
さ
ん
の
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
き
た

い
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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ま
ち
づ
く
り
協
働
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

2
5

日

８
周
年

憩
い
の
四
季
ま
つ
り

憩
い
の
四
季

2
4・5

８
周
年
を
迎
え
る
『
憩
い
の
四
季
』
が

２
日
間
に
わ
た
り
憩
い
の
四
季
ま
つ
り
を

開
催
し
、
親
子
連
れ
を
は
じ
め
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

お
茶
席
、
写
真
入
り
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
、

文
化
協
会
芸
能
発
表
会
、
あ
い
ち
自
主
防

災
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
講
演
や
腹
話
術
な
ど

楽
し
い
催
し
物
や
、
格
安
で
参
加
で
き
る

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
出
店
さ
れ

ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
催

し
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

土日

▲お昼はまちおこしグルメで交流会



日
時

３
月
４
日
豸

午
前
９
時
か
ら

１０
時

※
小
雨
決
行
・
雨
天
中
止

集
合
時
間

午
前
８
時
５０
分

集
合
場
所

▽
五
条
川

河
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
保

育
園
、
役
場
、
堀
尾
跡
公
園

▽
合
瀬
川

合
瀬
大
橋
（
ト
ナ
ミ
運
輸

東
側
）

▽
矢
戸
川

矢
戸
小
橋

※
お
近
く
の
集
合
場
所
へ
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
で
ゴ
ミ
袋
を
お
渡
し
し
ま

す
。
軍
手
等
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

環
境
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
６
３

町
内
の
河
川
が
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
五
条
川
・
合
瀬
川
・
矢
戸
川
の
河
川
一
斉
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
河
川
を
き
れ
い
に
し
て
、
気
持
ち
の
良
い
水
辺
に
し
ま
し

ょ
う
。

「企業との連携」「企業との連携」
7

シリーズ

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里・一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室

大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス大口町コミュニティバス

回数券・一日乗車券回数券・一日乗車券販売場所販売場所回数券・一日乗車券販売場所
全路線1乗車

100円
小学生以下無料

桜
太
朗
く
ん

問合せ先 役場 地域振興課 95-1111 内線 115 メール chiiki@town.oguchi.lg.jp蘂

大口町では、コミュニティバス沿線企業とバス利
用に関する協定書を締結し、従業員の方々には通勤
バスとしてご利用いただいています。現在10社の
協定締結企業からは、運賃とバス運行に必要となる
経費の一部を負担いただいています。
出勤時は、町内企業従業員は「駅→町内」、町民は

「町内→駅」と正反対の流れになっており、企業と
町がそれぞれ単独でバスを運営すると非効率のとこ
ろを町と企業が連携することにより、その課題を解
消しています。 桜

子
ち
ゃ
ん

平成23年12月中の朝・夕
通勤通学バスは5,000人
以上の利用があったそう
よ。マイカー通勤ではな
く、バスで通勤をすると
排気ガスによる環境汚染
や交通渋滞といった問題
の軽減につながっていい
わね。

バスに関する
ご意見・ご要望を
お待ちして
おります。

朝・夕通勤通学バスは混み

合ってるねぇ！

について
ご紹介します！
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感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
！

江
口

由
佳
理
さ
ん
（
上
小
口
）

Ｈ
２
・
１０
・
４
生

病
気
を
乗
り
越
え
て

小
学
生
の
と
き
に
病
気
の
た
め

手
術
を
し
ま
し
た
。
学
校
に
復
帰

し
て
も
友
達
の
手
助
け
が
必
要
な

学
校
生
活
を
送
る
日
が
つ
づ
い
た

の
で
、
み
ん
な
と
同
じ
こ
と
を
し

た
い
と
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

手
助
け
さ
れ
る
こ
と
が
友
達
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
か
と
不
安
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
「
人

に
助
け
て
も
ら
う
の
は
大
事
で
恥

ず
か
し
く
な
い
こ
と
、
人
に
頼
っ

て
も
い
い
ん
だ
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
手
術
の
た

め
毛
を
剃
る
こ
と
に
な
り
、
人
の

目
も
気
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
自

分
だ
っ
た
ら
変
な
目
で
見
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
の
に
、
み
ん
な
は

普
通
に
接
し
て
く
れ
た
の
が
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

中
学
で
は
病
気
を
乗
り
越
え
て
バ

レ
ー
部
に
入
部
。
み
ん
な
と
共
に
思

い
っ
き
り
体
を
動
か
せ
る
の
が
嬉
し

く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
で
す
♪

今
の
私
が
あ
る
の
は
み
ん
な
の

お
か
げ
。
周
り
の
人
を
幸
せ
に
す

る
た
め
に
生
き
た
い
で
す
！

支
え
て
く
れ
る
存
在

昔
に
比
べ
て
接
す
る
時
間
は
減
っ

た
け
れ
ど
家
族
と
は
と
て
も
仲
良

し
！

何
か
あ
る
と
母
が
ぎ
ゅ
っ
と

抱
き
し
め
て
く
れ
る
の
で
す
ご
く
安

心
で
き
ま
す
。
一
緒
に
病
気
と
闘
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
家
族
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

取
材
に
て

周
り
の
幸
せ
を
願
え
る
優
し
い

お
嬢
さ
ん
！

あ
な
た
の
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
た
明
る
い
笑
顔
が
ま
ぶ
し

か
っ
た
で
す
♪

▲短大の時の卒業式

町内にお住まいの
20代の皆さんがリレーで登場！vol.212

ラ
ジ
オ
人
生
相
談
室
に
て

「
次
は
大
口
町
に
お
住
ま
い
の
匿
名
希

望
、
６４
才
女
性
の
方
で
す
。
ど
う
ぞ
〜
」

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
先
生
、

私
は
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
と
必
死
で
働
き
、
休
み
の
日
は
子
ど

も
と
遊
び
、
習
い
事
も
さ
せ
、
家
も
購
入

し
、
大
学
に
も
行
か
せ
、
そ
し
て
子
ど
も

が
結
婚
す
る
時
に
も
、
家
の
購
入
の
際
に

も
お
金
の
工
面
な
ど
を
し
ま
し
た
。
な
の

に
自
分
た
ち
の
都
合
で
簡
単
に
離
婚
し
て

し
ま
い
、
今
の
状
況
で
は
老
後
を
見
て
や

れ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
先
の
話
は
し

な
い
で
く
れ
な
ん
て
言
う
ん
で
す
。
子
ど

も
の
た
め
を
思
っ
て
一
生
懸
命
に
私
た
ち

夫
婦
は
頑
張
っ
て
き
た
の
に
、
ま
さ
か
６０

歳
を
超
え
て
子
ど
も
の
裏
切
り
と
も
え
る

行
為
に
悩
ま
さ
れ
る
と
は
…
」

エ
ピ
ロ
ー
グ

昔
、
禅
の
修
行
を
し
て
い
る
お
坊
さ
ん

が
橋
の
下
で
寒
さ
に
震
え
て
い
る
男
を
見

て
、
自
分
の
着
物
を
脱
い
で
与
え
た
の
で

す
。
そ
れ
を
着
た
男
は
、
お
坊
さ
ん
の
方

を
ジ
ロ
リ
と
見
た
だ
け
で
な
ん
の
言
葉
も

返
っ
て
き
ま
せ
ん
。
た
ま
り
か
ね
た
お
坊

さ
ん
「
ど
う
だ
、
少
し
は
暖
か
く
な
っ
た

か
な
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。

す
る
と
男
は
、「
着
れ
ば
暖
か
い
に
決
ま

っ
て
い
る
。
わ
か
り
き
っ
た
事
を
な
ぜ
聞

く
か
」
と
言
い
ま
し
た
。

即
座
の
返
答
に
見
返
り
を
待
つ
自
分
の

心
を
見
透
か
さ
れ
て
お
坊
さ
ん
は
大
い
に

恥
じ
ま
し
た
。

き
ら
め
き
の
風
景

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

第
３２
話

見
返
り
美
人

親の子へ対する愛情は「無償の
愛」として称えられることがある
が、「無償の愛」はキリスト教にお
いて神が人に与えるものとされて
おる。親といえども人間じゃ。「子
どものためを思って…」なら、見
返りを期待してはいかんのじゃが、
そうはいかんのが人の弱さじゃの。
まして、他人ならどこかで見返り
を期待してしまうのも仕方がない
ことじゃ。だが、「感謝する心」を
持っているのも人じゃ。「与える者、
与えられる者」どちらの立場でも
「感謝の心」をきちんと表すことの
できる人になりたいもんじゃな。
これができれば、本物の『見返り
美人』じゃ。(笑)

△T imeからひとつまみ



〇
月
×
日

パ
パ
と
マ
マ
以
上
に
親

バ
カ
な
ら
ぬ
兄
バ
カ
ぶ
り
を
発
揮
の

勇
樹
。
遥
耀
が
可
愛
く
て
一
緒
に
遊

ん
だ
り
色
々
な
芸
を
教
え
た
り
。

遥
耀
も
勇
樹
が
大
好
き
で
朝
の
お

見
送
り
は
毎
日
か
か
さ
ず
、
姿
が
見

え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
い
る
。

兄
弟
っ
て
い
い
な
ー
っ
て
感
動
す
る

け
ど
、
お
見
送
り
し
て
も
ら
え
な
い

パ
パ
は
ち
ょ
っ
と
可
哀
想
‥(

笑)

〇
月
×
日

本
物
志
向
の
遥
耀
は
お

ま
ま
ご
と
も
お
も
ち
ゃ
の
物
は
嫌
が

り
、
本
物
の
フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
・
お

た
ま
を
使
っ
て
遊
ぶ
。
そ
の
姿
は

中
々
の
も
の
！
将
来
は
シ
ェ
フ
‥
？

〇
月
×
日

お
散
歩
の
楽
し
み
の
一

つ
は
犬
の
マ
ロ
ン
に
会
う
事
。
最
近

は
寒
い
か
ら
な
か
な
か
行
け
ず
寂
し

い
ね
。
ま
た
暖
か
く
な
っ
た
ら
マ
ロ

ン
に
会
い
に
行
こ
う
ね
。

み
ん
な
の
愛
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い

す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
る
遥
耀
♪

『
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、
あ
り

が
と
う
！
（
兄
よ
り
）』

今
月
号
か
ら
編
集
に
参
加
す
る
「
す
ー
も
」

で
す
♪

新
米
の
ひ
よ
っ
こ
で
す
が
、
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
す
ー
も
）

最
近
ま
た
お
菓
子
作
り
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す
。
口
の
中
で
ほ
ろ
っ
と
く
ず
れ
る
た
ま
ご
ボ

ー
ロ
や
、
屋
台
で
売
っ
て
い
る
フ
ル
ー
ツ
飴
。

意
外
に
簡
単
に
作
れ
る
ん
で
す
ね
♪

次
は
、

わ
ら
び
餅
に
挑
戦
で
す
！

（
か
こ
）

『
桃
の
節
句
』、
ひ
な
祭
り
で
す
ね
。
数
年
前
、

す
も
も
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
陶
器
製
の
か
わ

い
い
お
雛
様
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
家
族
に
、
ど

こ
に
飾
っ
て
あ
る
の
？

と
聞
か
れ
る
く
ら
い

小
さ
な
お
雛
様
で
す
。

（
た
ー
ぼ
ー
）

地域振興課 蘂95-1111 内線116 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp
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（2月1日現在） 女性 10,933人（前月比 ＋7人）
世帯数 7,927世帯（前月比 ＋8世帯）
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は
じ
め
ま
し
て
。
平
成
２３
年
９
月

２
日
生
ま
れ
の
岩
本
海
翔
で
す
。

人
一
倍
大
き
な
体
で
生
ま
れ
た
僕

は
人
一
倍
大
き
な
甘
え
ん
坊
な
ん

だ
。
大
き
な
僕
を
抱
っ
こ
す
る
マ
マ

は
、
い
つ
も
と
っ
て
も
大
変
だ
け
ど
、

抱
い
て
く
れ
な
い
と
泣
い
ち
ゃ
う

ぞ
。
車
の
お
出
か
け
が
苦
手
な
僕
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
上
で
も
泣
い

ち
ゃ
う
ぞ
。
い
つ
も
マ
マ
を
困
ら
せ

て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。

と
っ
て
も
手
の
か
か
る
海
翔
で
す

が
パ
パ
は
、
と
っ
て
も
大
好
き
だ

よ
！

い
つ
か
大
き
な
体
で
マ
マ
が

困
っ
た
ら
守
っ
て
あ
げ
る
ね
。

は
じ
め
ま
し
て
。
９
月
１０
日
生
ま

れ
の
結
衣
で
す
。

《
得
意
技
》

・
抱
っ
こ
の
と
き
パ
パ
の
ち
く
ち
く

あ
ご
を
連
続
パ
ン
チ
す
る

・
お
風
呂
の
あ
と
に
す
ぐ
う
ん
ち
を

し
て
お
風
呂
に
２
回
入
る

・
夜
パ
パ
と
マ
マ
が
寝
た
頃
を
見
計

ら
っ
て
大
き
な
声
を
だ
す

・
退
屈
な
と
き
、
泣
い
た
ふ
り
を
し

て
パ
パ
と
マ
マ
を
呼
ぶ

・
カ
メ
ラ
目
線
で
悩
殺
ス
マ
イ
ル

予
定
日
よ
り
だ
い
ぶ
早
く
お
外
に

出
て
き
た
け
ど
、
今
で
は
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
技
を
覚
え
ま
し
た
。

一
人
前
の
パ
パ
と
マ
マ
に
な
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
得
意
技
を
増
や

し
て
鍛
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
☆

No.662No.663

しもたしろ ゆい ちゃん いわもと かいと くん

（
秋
田
）お

父
さ
ん

下
田
代

裕
之

お
母
さ
ん

早
苗

（
豊
田
）お

父
さ
ん

岩
本

忠
久

お
母
さ
ん

千
亜
紀

瀬
合

美
江
さ
ん

勇
樹
く
ん

Ｈ
５
・
８
・
７
生

遥
耀
く
ん

Ｈ
２２
・
６
・
２９
生

さつきケ丘
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